
里海カンファレンス 2021 in 南三陸 実施報告 

 

里海カンファレンス 2021 in 南三陸が 2021 年 11 月 6 日（土）〜11 月 7 日（日）の日程で、

南三陸ホテル観洋をメイン会場に開催された。 

「里海里山ひとつながりのマンダラに学ぶ」をテーマとして 11 月 6 日（土）に行われたカン

ファレンスは、youtube による同時配信とのハイブリット形式で実施され、現地参加者 96 名

（関係者含む）、配信視聴者 100 名以上と多くの方にご参加頂いた。 

内容は SESSION 1 から SESSION 3 までの 3 部構成で、それぞれ里海づくりとそれに関連の

深いトピックが議論された。オープニングからクロージングまで含めると 5 時間半に及ぶプ

ログラムであったが、いずれのトピックも会場や配信視聴者からの質疑応答を含め、熱い議

論が交わされた。 

その後に行われた懇親会では、ASC 認証の戸倉っこカキと南三陸ワイナリーのワインも提供

され、日中の議論の余韻が冷めやらぬなか、参加者と講演者が一体となり、大いに親睦を深

め合うことができた。 

翌日実施されたエクスカーションにも 45 名が参加し、カンファレンスの発表内容にもでてき

た南三陸各所を巡り、現地を体感することでさら学びをに深めていただく機会となった。 

以下、順を追ってその実施概要についてレポートする。 

 

2021 年 11 月 6 日（土） 



里海カンファレンス 2021 in 南三陸 

テーマ ： 〜里海里山ひとつながりのマンダラに学ぶ〜 

会 場 ： 南三陸ホテル観洋 

主 催 ： 特定非営利活動法人里海づくり研究会議 

一般社団法人サスティナビリティセンター 

共 催 ： 公益財団法人国際エメックスセンター 

後 援 ： 南三陸町 ・ 宮城県 ・ JF みやぎ志津川支所 

 

 

〇OPENING 

総合司会のミヤギテレビアナウンサー・浮ヶ谷美穂氏の心地よい声による誘導で会場が整え

られ、南三陸町・最知明広副町長からの温かい歓迎の挨拶を頂戴してカンファレンスがスタ

ートした。はじめに、一般社団法人サスティナビリティセンター・太齋より、今回のテーマ

である「里海里山ひとつながりのマンダラに学ぶ」についての解説と、カンファレンスへの

期待について説明がなされた。 



 

〇SESSION1 いのちめぐる里海里山・震災復興の 10 年を振り返る 

〜学びの宝庫となった里海・里山〜 

SESSION1 では、開催地・南三陸において東日本大震災後に山・里・海がひとつながりで取

り組んできた地域づくりについて、現地当事者（戸倉カキ部会・後藤清広氏、たみこの海パ

ック・阿部民子氏、南三陸森林管理協議会・佐藤太一氏、めぐりん米生産者・阿部勝善氏、有

限会社山藤運輸・佐藤克哉氏、アミタホールディングス株式会社・野添幹雄氏、上山八幡宮・

工藤真弓氏）とファシリテーターとの対話という形式で紹介された。また、その取り組み自

体を学びのプログラムとして活用している事例として、早稲田実業学校初等部の宮田新作氏

より、親子で学ぶ南三陸フィールドワークが紹介された。 

総合討論では、カキ養殖の１／3 革命や、地域と地域を訪れた子ども達との交流の是非、リー

ダーの資質について議論された。 

SESSION1 は対話形式で行われたため、そのやりとりの様子を別紙に示す。 

講演資料よりの抜粋を以下に示す。（それぞれの資料の著作権は演者。無断転載禁止。）

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

記録写真 

  



 

 

  

 

 

 

〇SESSION2 里海と生物多様性 〜研究者との出会いが生み出す里海の可能性〜 

SESSION2 は、レジデント型研究者が里海の価値を向上する事例や、地域の高校との連携が

生み出した成果、市民参加型の広域観測によるビッグデータが生み出す可能性について、南

三陸町自然環境活用センター・阿部拓三氏、志津川高等学校自然科学部、NPO 法人黒潮実感



センター・神田優氏、東北大学・近藤倫生氏の 4 組の演者にご講演をいただいた。 

総合討論では、「里海」という言葉の生みの親、九州大学名誉教授の柳哲雄氏をコーディネー

ターに、地元の高校生が地道なデータを積み上げる意義や、地域の自然を調べるツールとし

ての環境 DNA 研究の可能性について言及された。 

また、会場からは、自治体によって研究成果を地域づくりに活用することについて温度差が

あることについての質問があり、その核となるレジデンタル研究者がどのようにして生まれ

たのか、どうしたら今後広がっていくのかについて、意見が交わされた。研究者がいない地

域においては、高校が果たす役割が重要ではないかとの指摘もあった。 

高校生の活動を高く評価するコメントもいただき、志津川高校自然科学部にとっては、今後

活動を続ける上での励みになったのではないかと思う。 

他にも環境 DNA 研究に対する質問があがり、里海づくりの基盤ともなる「自然の状態をよ

り簡便に把握できる方法の開発」について、期待が寄せられた。 

講演資料よりの抜粋を以下に示す。（それぞれの資料の著作権は演者。（それぞれの資料の著

作権は演者。無断転載禁止。） 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



記録写真 

  

  

  

  

 

 



〇SESSION3 今、里海に迫る危機 〜里海の未来に向けて〜 

SESSION3 では、海で起きつつある変化について、海洋酸性化適応プロジェクトより北海道

大学・藤井賢彦氏、水産研究・教育機構・小埜恒夫氏のお二人にご講演頂いた。 

サケの水揚げが減るなどしている地域の方の関心も高く、各地で起きている異変やそれに対

する対策についても熱心な質問があった。海洋酸性化について、里海づくりで何ができるの

か？という問いに対しても、河川から流入する栄養塩管理や、貧酸素化の抑制、アマモ場の

保全など、地域でできることがあるという提案がなされた。 

総合討論では、NPO 法人里海づくり研究会議・田中丈裕氏をコーディネーターに、元水産大

学校理事長の鷲尾圭司氏をコメンテーターに迎え、限られた時間ではあったが示唆に富んだ

議論がなされた。沿岸漁業の現場でも工夫次第で対応できることがある、という指摘は、漁

業者にとっても、里海づくりに関わる人々にとっても、勇気づけられる内容であった。 

今、海で起こっていることに興味を持ち、自分たちにできることをやっていこう、というこ

とが参加者同士で共有できたのではないかと思う。 

講演資料よりの抜粋を以下に示す。（それぞれの資料の著作権は演者。（それぞれの資料の著

作権は演者。無断転載禁止。） 

 



 



 

 



 

 



 

記録写真 

  

  



  

 

〇CLOSING  

会場の熱気がさめやらぬ中、クロージングセッションでは、佐藤太一氏より、自然と共生し、社

会課題の解決を目指す「南三陸学会（仮称）」の設立が宣言され、いのちめぐるまちの研究を加速

する意思が示された。また、次回開催地として高知県大月市柏島が紹介され、神田優氏から会場

に向けて熱いメッセージが伝えられた。総評では、里海づくり研究会議の松田治氏が登壇され、

震災後にシーカヤック海遍路で訪れた歌津浜での想い出に触れながら、きりこプロジェクトで描

かれた看板の「里海の恵みと美しい風景を未来へ」という言葉を紹介され、一日の総括としてい

ただいた。最後に国際エメックスセンターの春名克彦氏に閉会の挨拶をいただき、すべてのプロ

グラムを終了した。 

記録写真 

 

 



  

 

 

 

2021 年 11 月 6 日（土）18:00〜20:00 

里海カンファレンス 2021 in 南三陸 懇親会 

会 場 ： 南三陸ホテル観洋 海フード 

参加者 ： 講師・スタッフ含め約 50 名 

内 容 ： カキ ONE ワイングランプリ投票、戸倉地区の殻付き牡蠣（蒸し牡蠣）の提供 

      JF みやぎ志津川支所・佐々木孝男運営委員長に乾杯のご挨拶をいただき、地元



の海産物やワインを楽しみながら、たくさんの交流が生まれる場となった。 

 

記録写真 

  

  

  

 

  



2021 年 11 月 7 日（日） 

南三陸エクスカーション 

コース ： ホテル観洋出発 〜 漁船に乗船して ASC 漁場見学 

〜 南三陸ネイチャーセンター 〜 さんさん商店街で昼食（各自）  

〜 復興祈念公園 〜 松原海岸 〜 仙台駅解散 

受 託 ： 一般社団法人南三陸町観光協会 

参加者 ： 45 名 

内 容 ： 前日のカンファレンスの学びを、現場を体感することでより深めることを目的

に、エクスカーションを企画した。募集人数を上回る 45 名の申込みがあり、現地

ガイドの案内で南三陸の現状都取り組みについて、より深く実感して頂くことが

できたのではないかと思う。 

記録写真 

  



  

 
 

 

 

カンファレンスを終えて 

 

コロナ禍で開催が危ぶまれる中、感染の波の合間を縫って奇跡的にカンファレンスが開催できた

ことを大変嬉しく思う。当初の想定した以上の方に参加申込みをいただき、特に学生を含む若い

世代にもご参加頂けたことは、とても大きな成果だと感じている。翌日のエクスカーションも天

候に恵まれ、参加された方には、2 日間通しておおむねご満足頂けたようである（アンケート結果

参照）。 

ここまでこぎ着けることができたのは、多くの方々のご協力のたまものである。 

一緒に主催して頂いた NPO 法人里海づくり研究会議の田中丈裕事務局長には、様々な面でサポ

ート頂いた。特に今回は、田中事務局長の采配により、海洋酸性化適応プロジェクトチームのみ

なさまにご参加頂けたことで議論が深まり、また参加人数の面でも会議全体を盛り上げて頂いた。 

共催の公益財団法人国際エメックスセンタ−のみなさまには、前年に会議自体が延期となり、開

催見通しがなかなかたたないなかでも辛抱強く応援して頂き、財政面で実施を支えて頂いた。 

地域の漁協や漁業者のみなさまをはじめ、南三陸の誇るリーダーのみなさま、南三陸町役場のみ

なさま、カンファレンス・懇親会会場として様々な便宜を図って頂いたホテル観洋のスタッフの

みなさまなど、地域のみなさまにも趣旨にご賛同頂き、多大なご協力をいただいた。 

また、運営面では、学生インターンの 3 名（星空之介氏、小川珠穂氏、池田綾花氏）と当センタ

ースタッフの相澤あゆみ氏の活躍なくしては成り立たなかった。若手の参加者が増えたのも、学

生インターンが企画した関連イベント「地域にシン化するキャリア会議」の開催などによるとこ



ろが大きく、チラシの作成や当日まで準備・片付けに至るまで、大きな戦力となってくれた。当

日の配信においては、株式会社はなぶさの佐藤孝範氏、星野由梨氏、株式会社 ESCCA の山内亮

太氏に人的・技術的なご協力をいただいた。 

総合司会をお願いした浮ヶ谷美穂氏のさすがの司会ぶりには、本当に助けていただいた。地域貢

献として浮ヶ谷氏を派遣していただいた株式会社宮城テレビ放送の度量の大きさに感謝する。 

そして、なによりも遠方よりお出でいただいた参加者のみなさま、そして登壇者のみなさまに感

謝したい。 

お陰様で、当初思い描いた“里海からの学び”、そして里山も含めた“ひとつながりのマンダラに学

ぶ”というテーマについて、想定以上の到達度でカンファレンスを終えることができたと感じてい

る。 

総評をいただいた NPO 法人里海づくり研究会議の松田理事長には、連載をお持ちのアクアネッ

トの紙面に、詳細なイベント内容をご掲載いただいた。そこには、地域にとって何よりの励みと

なるたくさんのお言葉をいただいた。 

東日本大震災から 10 年を迎えた南三陸で、里海カンファレンスを開催できたことにあらためて

感謝しつつ、今後ますます厳しい状況が待ち受けている里海づくりに、諦めることなく真摯に取

り組んでいこうと思いを新たにした。 

 

一般社団法人サスティナビリティセンター 代表理事 太齋彰浩 


